
　
「
フ
リ
ー
ダ
ム
（
自
由
を
）
！
」

　
「
ド
ン
ト
・
ト
レ
ッ
ド
・
オ
ン
・
ミ
ー
（
お

れ
の
権
利
を
侵
す
な
）
！
」

　
「
政
府
の
浪
費
を
や
め
さ
せ
ろ
！
」

　

街
頭
を
行
進
す
る
市
民
ら
の
噴
出
す
る

怒
り
。「
社
会
主
義
者
オ
バ
マ
！
」
な
ど
の

悪
口
は
ま
だ
ま
し
な
方
だ
。オ
バ
マ
大
統
領

に
口
ひ
げ
を
添
え
た
写
真
に
「
ヒ
ッ
ト

ラ
ー
！
」の
文
字
も
見
え
る
。
昨
年
か
ら
今

年
に
か
け
、全
米
の
政
界
を
揺
る
が
し
て
い

る
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
。い
ま
や
有
権

者
の
四
割
が
支
持
し
て
い
る
と
も
い
わ
れ

る
。
新
し
い
保
守
主
義
運
動
の
よ
う
に
見

え
る
。
だ
が
、ど
こ
か
既
視
感
が
あ
る
。
と

同
時
に
、
意
外
感
も
。

　

既
視
感
と
意
外
感
。
そ
れ
ぞ
れ
、追
っ
て

説
明
し
て
い
こ
う
。
並
行
し
て
、こ
の
運
動

を
ア
メ
リ
カ
社
会
思
想
史
の
中
に
お
い
た

場
合
、
ど
う
い
う
解
釈
が
成
り
立
ち
う
る

の
か
、考
え
て
い
き
た
い
。
検
討
に
あ
た
り
、

最
近
著
さ
れ
た
三
つ
の
小
論
を
手
が
か
り

と
す
る
。
い
ず
れ
も
現
時
点
で
は
か
な
り

有
用
な
分
析
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
、こ
の
運
動
が
ど
の
よ
う
に
し
て
始

ま
っ
た
の
か
。
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

お
隣
の
落
伍
者

　

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
の
起
点
は
昨

年
２
月
19
日
と
さ
れ
る
。
運
動
に
当
初
か

ら
か
か
わ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
オ
ヘ
ア
（
ハ
ー
ト

ラ
ン
ド
研
究
所
）
に
よ
れ
ば
、ビ
ジ
ネ
ス
専

門
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ

の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
、
リ
ッ
ク
・
サ
ン
テ
リ

の
次
の
よ
う
な
一
言
で
始
ま
っ
た
。
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「
こ
こ
は
ア
メ
リ
カ
だ
ろ
う
！　

二
カ
所

も
風
呂
場
の
あ
る
家
を
持
ち
な
が
ら
、
自

分
の
借
金
を
払
え
な
い
？　

そ
ん
な
お
隣

さ
ん
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
肩
代
わ
り
し
た
い

や
つ
が
ど
れ
だ
け
い
る
ん
だ
？
」

　

取
り
引
き
開
始
前
の
シ
カ
ゴ
・
マ
ー
カ
ン

タ
イ
ル
先
物
取
引
所
か
ら
の
中
継
で
、サ
ン

テ
リ
が
舌
鋒
鋭
く
批
判
し
た
の
は
、オ
バ
マ

政
権
が
前
日
発
表
し
た
ば
か
り
の
２
７
５

０
億
ド
ル（
25
兆
円
相
当
）に
上
る
住
宅
対

策
だ
。住
宅
ロ
ー
ン
返
済
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
９
０
０
万
世
帯
分
ま
で
の
借
り
手
支

援
を
柱
と
し
て
い
た
。

　

サ
ン
テ
リ
の
舌
鋒
に
取
引
所
の
ト
レ
ー

ダ
ー
た
ち
は
歓
声
や
口
笛
で
応
じ
、勢
い
に

乗
っ
た
サ
ン
テ
リ
は
呼
び
掛
け
た
。

　
「
抗
議
の
た
め
シ
カ
ゴ
・
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
を
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」

　

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
。単
な
る
お
茶
会
で

な
い
。
サ
ン
テ
リ
の
い
う「
シ
カ
ゴ・テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
」
は
、周
知
の
よ
う
に
「
ボ
ス

ト
ン
・
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」
事
件
（
１
７

７
３
年
）の
も
じ
り
だ
。
独
立
戦
争
へ
の
狼

煙
の
よ
う
に
起
き
た
有
名
な
ボ
ス
ト
ン
港

で
の
茶
投
棄
事
件
だ
。
大
英
帝
国
の
圧
政

に
対
す
る
植
民
地
の
抵
抗
の
象
徴
と
な
っ

た
出
来
事
で
あ
る
。

　

こ
の
サ
ン
テ
リ
の
な
に
げ
な
い
呼
び
掛

け
が
、世
論
に
火
を
付
け
た
。
ブ
ロ
ガ
ー
た

ち
が
反
応
し
、
ツ
ィ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
呼
び
掛
け
が
広
ま
り
、早
く
も
２

月
末
に
は
30
以
上
の
都
市
で
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
抗
議
行
動
が
起
き
た
と
い
う
。

　

オ
バ
マ
大
統
領
を
当
選
さ
せ
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
の
力
が
、反
オ
バ
マ
運

動
の
う
ね
り
を
つ
く
り
だ
し
て
い
っ
た
。

　

単
に
税
金
を
通
じ
て
の
「
お
隣
の
落
伍

者
の
住
宅
ロ
ー
ン
肩
代
わ
り
強
制
」へ
の
怒

り
だ
け
が
、
こ
の
新
た
な
市
民
運
動
の
狼

煙
を
上
げ
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
う
で
は
な
い
。ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
研
究
所

（
シ
カ
ゴ
）
の
オ
ヘ
ア
は
、
こ
の
日
に
至
る

ま
で
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
経
緯
も
含
め
、
自

著
冒
頭
で
長
大
な
リ
ス
ト
を
示
し
て
い
る
。

す
べ
て
、
政
府
の
企
業
救
済
・
景
気
対
策
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
何
に
怒
っ
て
い
る
の

か—
—

。
そ
れ
を
示
す
リ
ス
ト
だ
。
す
べ
て

は
と
て
も
転
載
し
き
れ
な
い
。主
な
も
の
だ

け
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

　

▽
08
年
３
月
14
日
、ベ
ア
ス
タ
ー
ン
ズ
証

券
救
済
で
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
に
３
０
０
億
ド

ル
融
資
▽
７
月
30
日
低
金
利
ロ
ー
ン
借
り

換
え
支
援
な
ど
３
０
０
億
ド
ル
の
住
宅
・
経

済
復
興
法
成
立
▽
９
月
15
日
、
リ
ー
マ
ン
・

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
破
綻
▽
９
月
16
日
Ａ
Ｉ
Ｇ
保

険
に
８
５
０
億
ド
ル
の
第
１
次
救
済
資
金

▽
同
日
、
金
融
機
関
救
済
策
に
８
０
０
億

ド
ル
▽
20
日
、不
良
資
産
買
い
取
り
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｐ
、
約
７
０
０
０
億
ド
ル
）
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発
表
▽
10
月
８
日
、
第
２
次
Ａ
Ｉ
Ｇ
救
済

策
３
７
８
億
円
で
合
意
▽
バ
ン
ク
オ
ブ
ア

メ
リ
カ
、シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
な
ど
８
行
救
済

に
１
１
５
０
億
ド
ル
投
入
▽
12
月
19
日
Ｇ

Ｍ
、ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
救
済
策
発
表
▽
２
０
０

９
年
１
月
20
日
オ
バ
マ
大
統
領
就
任
▽
２

月
17
日
７
８
７
０
億
ド
ル
の
景
気
刺
激
法

案
に
大
統
領
署
名
▽
18
日
住
宅
ロ
ー
ン
救

済
策
発
表
…
…

　

経
済
破
綻
し
た
企
業
や
個
人
に
向
け
ら

れ
た
一
連
の
巨
額
救
済
策
に
対
す
る
充
満

し
た
怒
り
。
そ
れ
に
点
火
し
、
爆
発
を
引

き
起
こ
し
た
の
が
サ
ン
テ
リ
の
「
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
」
の
一
言
だ
っ
た
。
実
は
、
30

年
前
の
ア
メ
リ
カ
で
も
、似
た
よ
う
な
こ
と

が
起
き
て
い
た
。

三
つ
の
潮
流

　

プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
13
。40
代
以
上
の
人
な

ら
同
時
代
史
と
し
て
覚
え
て
い
る
だ
ろ
う
。

１
９
７
０
年
代
後
半
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

で
起
き
た
激
し
い
反
税
運
動
。
大
幅
減
税

を
求
め
た
市
民
の
住
民
投
票
提
案
が
、
プ

ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
13
だ
。

　

当
時
、米
経
済
は
石
油
シ
ョ
ッ
ク
と
ベ
ト

ナ
ム
敗
戦
な
ど
で
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
景
気
停
滞
下
で
の
物
価
上
昇
）
に
陥
り
、

高
失
業
率
な
ど
に
直
面
し
て
い
た
。そ
の
中

で
起
き
た
反
税
運
動
は
、や
が
て
強
い
反
ワ

シ
ン
ト
ン（
中
央
政
府
）
潮
流
の
う
ね
り
と

な
り
、「
小
さ
な
政
府
・
減
税
路
線
」
を
掲

げ
る
レ
ー
ガ
ン
政
権
誕
生
へ
と
つ
な
が
る
。

大
恐
慌
以
来
の
民
主
党
優
位
に
よ
る
政
府

拡
大
路
線
の
挫
折
と
な
っ
た
。

　

今
、ア
メ
リ
カ
全
土
で
現
出
し
て
い
る
の

は
、
そ
の
30
年
後
の
再
来
の
よ
う
に
見
え

る
。
時
代
状
況
も
似
通
う
。
既
視
感
は
そ

こ
に
あ
る
。

　

が
、
既
視
感
の
理
由
は
そ
れ
だ
け
で
な

い
。
そ
れ
を
整
理
し
て
考
え
て
い
る
の
が

ニ
ュ
ー
・
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
誌
（
5
月
27
日

号
）
の
ジ
ョ
ン
・
ジ
ュ
デ
ィ
ス
だ
。
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
は
ア
メ
リ
カ
史
の
中
の

三
つ
の
潮
流
に
根
差
す
。そ
う
ジ
ュ
デ
ィ
ス

は
分
析
す
る
。

　

三
つ
の
潮
流
と
は
、①
建
国
以
前
か
ら
あ

る
「
ア
メ
リ
カ
衰
退
論
」、
②
ジ
ェ
フ
ァ
ソ

ン
以
来
の
「
反
国
家
意
識
」、
③
ジ
ャ
ク
ソ

ン
大
統
領
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
「
生
産
者

第
一
主
義
」（
モ
ノ
づ
く
り
を
し
な
い
商
人
、

金
貸
し
は
邪
悪
と
す
る
考
え
）。

　

②
と
③
の
潮
流
は
、
反
ワ
シ
ン
ト
ン
、
反

エ
リ
ー
ト
と
い
う
、ア
メ
リ
カ
大
衆
運
動
の

特
徴
を
つ
く
り
だ
す
。テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

運
動
は
、
19
世
紀
末
に
起
き
た
中
西
部
・
南

部
の
農
民
ら
の
抵
抗
運
動
で
あ
る
人
民
党

運
動
と
も
似
通
う
。
ジ
ュ
デ
ィ
ス
は
、こ
の

潮
流
が
左
派
系
運
動
と
し
て
表
れ
た
場
合
、

怒
り
は
上
（
政
府
や
大
企
業
）
に
向
け
ら

れ
、右
派
系
運
動
と
し
て
表
れ
る
と
下
（
移

民
や
住
宅
ロ
ー
ン
支
払
い
不
能
な
貧
困
層
）
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に
向
け
ら
れ
る
と
い
う
が
、そ
れ
は
や
や
お

ざ
な
り
な
左
右
対
立
史
観
に
す
ぎ
る
。

リ
バ
タ
リ
ア
ン
蜂
起

　

シ
カ
ゴ
大
学
の
政
治
思
想
史
学
者
マ
ー

ク
・
リ
ラ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
レ
ビ
ュ
ー
・

オ
ブ
・
ブ
ッ
ク
ス
誌
（
５
月
27
日
号
）
の
小

論
で
、テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
「
リ
バ
タ
リ

ア
ン
群
衆
蜂
起
」と
み
る
。
リ
ラ
に
よ
れ
ば
、

戦
後
ア
メ
リ
カ
政
治
の
左
右
（
保
守
・
リ
ベ

ラ
ル
）
対
立
は
虚
構
で
、政
治
運
動
に
は
左

右
を
問
わ
ず
一
貫
し
た
流
れ
が
あ
っ
た
。

「
過
激
な
ま
で
の
個
人
主
義
」
だ
。
簡
単
に

い
え
ば
「
俺
の
こ
と
は
放
っ
と
い
て
く
れ
」

と
い
う
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的
衝
動
で
あ
る（
リ

バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
は
自
由
至
上
主
義
と
仮

訳
さ
れ
る
。ア
メ
リ
カ
に
強
く
み
ら
れ
る
極

限
的
に
小
さ
な
政
府
を
思
考
す
る
政
治
思

想
だ
）。

　

１
９
６
０
年
代
の
「
革
命
」
と
１
９
８
０

年
代
の
「（
レ
ー
ガ
ン
）
革
命
」
は
、
前
者

は
左
派
、
後
者
は
右
派
の
よ
う
に
み
ら
れ

る
が
、通
底
す
る
と
こ
ろ
は
一
つ
。
60
年
代

は
文
化
・
社
会
の
価
値
観
（
結
婚
、
セ
ッ
ク

ス
等
）
で
放
任
を
求
め
、
80
年
代
は
経
済

活
動
の
価
値
観
（
規
制
、
税
金
等
）
で
放

任
を
求
め
た
。
と
も
に
「
個
人
の
領
域

（private autonom
y

）」
の
拡
大
と
解
放

を
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
半
世
紀
あ
ま
り
を
通
じ
て
、ア
メ
リ

カ
人
の
離
婚
に
対
す
る
意
識
は
す
っ
か
り

変
わ
り
、
敬け

い

虔け
ん

な
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
さ
れ

る
人
々
の
間
で
も
、結
婚
す
れ
ば
三
人
に
一

人
は
離
婚
す
る
と
い
わ
れ
る
。
一
方
で
、政

治
的
リ
ベ
ラ
ル
と
呼
ば
れ
る
人
で
も
、自
宅

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
前
に
株
取
引
に
余

念
が
な
い
。
カ
ネ
儲
け
に
対
す
る
意
識
も

変
わ
っ
た
。

　

他
方
、60
年
代
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
下
で
の

「
偉
大
な
る
社
会
」
政
策
の
成
果
が
期
待
を

下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
以
来
、
米
市
民
運
動

の
反
感
の
対
象
は
「
政
府
」
と
な
る
こ
と
が

多
く
な
っ
た
。

　

リ
ラ
は
、
こ
う
し
た
戦
後
政
治
と
社
会

の
潮
流
の
中
に
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動

を
置
い
て
み
て
い
る
。

宗
教
保
守
は
ど
こ
へ

　

ジ
ュ
デ
ィ
ス
も
リ
ラ
も
明
確
に
答
え
よ

う
と
し
て
い
な
い
問
い
が
一
つ
あ
る
。

　

つ
い
こ
の
間
ま
で
、保
守
側
の
大
き
な
大

衆
運
動
と
し
て
米
政
界
の
帰
趨
を
左
右
す

る
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
た
宗
教
保
守
派
の

勢
い
は
ど
こ
に
い
っ
た
の
か
。冒
頭
で
意
外

感
と
い
っ
た
の
は
こ
の
点
だ
。宗
教
保
守
派

は
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
に
す
っ
か
り

と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
か
の
よ
う
だ
。

　

今
や
、
保
守
派
の
政
治
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は

す
っ
か
り
変
わ
っ
た
。
か
つ
て
は
、選
挙
の

重
要
問
題
と
さ
れ
た「
道
徳
的
価
値
観
」に

か
か
わ
る
イ
シ
ュ
ー
（
中
絶
、
同
性
婚
等
）

は
す
っ
か
り
影
を
ひ
そ
め
た
か
の
よ
う
で
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も
あ
る
。
代
わ
っ
て
、前
面
に
出
て
い
る
の

は
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
イ
シ
ュ
ー
（
景
気
対

策
、
医
療
保
険
等
）
だ
。
そ
れ
ら
が
税
金

の
使
途
を
問
う
形
で
表
れ
て
い
る
。

　

宗
教
保
守
派
が
帰
趨
を
決
め
た
と
さ
れ

た
２
０
０
４
年
大
統
領
選（
ブ
ッ
シ
ュ
対
ケ

リ
ー
）
の
出
口
調
査
で
、投
票
先
決
定
の
要

因
と
し
て
最
も
高
い
率
を
占
め
た
の
が「
道

徳
的
価
値
観
」（
22
％
）
だ
っ
た
こ
と
は
、ま

だ
記
憶
に
新
し
い
。
現
在
、同
種
の
問
い
掛

け
を
有
権
者
に
行
う
と
、答
え
の
リ
ス
ト
の

ト
ッ
プ
は
「
経
済
」「
雇
用
」
が
並
ぶ
。
同

性
婚
や
中
絶
は
最
下
位
で
あ
る
。
も
っ
と

も
、
04
年
の
出
口
調
査
は
「
設
問
に
問
題

あ
り
」
と
し
て
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
が
、

そ
の
こ
と
も
含
め
、当
時
の
社
会
問
題
の
焦

点
は
宗
教
や
道
徳
的
問
題
、
具
体
的
に
は

中
絶
や
同
性
婚
だ
っ
た
。す
く
な
く
と
も
メ

デ
ィ
ア
は
そ
う
し
た
解
釈
で
、ア
メ
リ
カ
社

会
を
切
ろ
う
と
し
て
い
た
。

　

ざ
っ
く
り
と
言
っ
て
、今
回
の
未
曽
有
の

経
済
危
機
を
通
じ
て
、
保
守
主
義
運
動
の

ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
「
道
徳
的
価
値
観
」
か
ら

「
経
済
的
価
値
観
」
へ
と
変
貌
し
た
と
い
え

る
。
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、30
年
前
に
は
経

済
的
価
値
観
を
め
ぐ
っ
て
保
守
主
義
運
動

は
興
隆
し
て
い
た
わ
け
で
、一
世
代
を
経
て

ち
ょ
う
ど
原
点
に
戻
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ

も
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
不
可
解
な
の
は
、こ
の
30

年
間
に
勃
興
し
た
宗
教
保
守
の
行
方
で
あ

る
。
現
時
点
で
仮
説
し
う
る
の
は
、世
代
交

代
に
よ
る
変
容
だ
。
モ
ラ
ル
・
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
（
道
徳
的
多
数
派
）
を
創
設
し
て
宗

教
保
守
の
政
治
運
動
を
支
え
た
ジ
ェ
リ
ー
・

フ
ォ
ル
ウ
ェ
ル
は
07
年
に
死
去
し
た
。そ
の

後
を
支
え
る
次
世
代
の
ホ
ー
プ
と
見
な
さ

れ
て
き
た
ラ
ル
フ
・
リ
ー
ド
は
先
住
民
（
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
）居
住
区
の
賭
博
場
建
設
を
め

ぐ
る
汚
職
に
関
与
し
て
失
墜
し
た
。そ
の
一

方
で
、若
い
福
音
派
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
間
で

は
、
環
境
問
題
や
貧
困
問
題
へ
の
取
り
組

み
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、
宗
教
保
守
派

の
政
治
的
保
守
性
が
薄
ま
る
傾
向
も
出
て

き
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、中
絶
や
同
性
婚
は
依
然
、イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
政
治
課
題
だ
。そ
う
し
た

運
動
も
、
反
移
民
運
動
な
ど
と
一
緒
に

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
中
に
取
り
込
ま
れ

て
い
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
（
ジ
ュ
デ
ィ

ス
）。

　

こ
の
保
守
主
義
運
動
の
道
徳
問
題
主
導

か
ら
経
済
問
題
主
導
へ
の
変
容
は
、さ
ら
に

緻
密
に
跡
づ
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う

だ
。

二
つ
の
顔

　

前
節
の
問
題
と
も
関
連
し
て
、
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
を
考
え
る
と
き
有
用
な

小
論
が
も
う
一
つ
あ
る
。
三
つ
目
の
論
文

だ
。
保
守
派
（
ネ
オ
コ
ン
系
）
の
有
力
誌
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ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
共
同
編

集
者
マ
シ
ュ
ー
・
コ
ン
テ
ィ
ネ
リ
が
発
表
し

た
「
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
二
つ
の
顔
」
が

そ
れ
だ
（
６
月
28
日
号
）。 

　

コ
ン
テ
ィ
ネ
リ
は
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

運
動
の
二
人
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
冒
頭
で

紹
介
し
た
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の
リ
ッ
ク
・
サ

ン
テ
リ
と
Ｆ
Ｏ
Ｘ
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
、
グ
レ
ン
・
ベ
ッ
ク
を
挙
げ
る
。
念
の

た
め
だ
が
、自
然
発
生
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
に
全
国
統
一
組

織
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
。
リ
ー
ダ
ー
と

い
っ
て
も
、党
派
組
織
の
指
導
者
と
い
う
の

で
は
な
く
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
と
い

う
意
味
だ
。

　

サ
ン
テ
リ
は「
ア
メ
リ
カ
政
治
構
造
の
歪

み
を
直
そ
う
と
す
る
」
人
で
、
ベ
ッ
ク
は

「
す
べ
て
を
打
ち
壊
し
て
、
失
わ
れ
た
楽
園

を
取
り
戻
そ
う
」と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
サ

ン
テ
リ
の
主
張
は
合
理
的
で
「
財
政
規
律
、

自
己
規
律
、
市
場
競
争
」
な
ど
を
訴
え
る
。

そ
れ
に
対
し
、ベ
ッ
ク
の
主
張
に
は
パ
ラ
ノ

イ
ア
的
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
陰
謀
論
が
登

場
し
、
オ
バ
マ
大
統
領
を
「
社
会
主
義
者
」

と
誹
謗
す
る
。
ベ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
Ｆ
・

Ｄ
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
も
ヒ
ッ
ト

ラ
ー
、
ポ
ル
・
ポ
ト
ら
に
並
ぶ
極
悪
人
だ
。

　

こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
文
脈
に
置
く
と
、

サ
ン
テ
リ
は
「
小
さ
な
政
府
論
」
の
リ
バ
タ

リ
ア
ン
的
伝
統
を
受
け
継
ぐ
論
客
。
こ
れ

に
対
し
、ベ
ッ
ク
は
強
硬
な
宗
教
保
守
や
反

移
民
運
動
な
ど
「
反
動
」
も
取
り
込
ん
で

い
く
タ
イ
プ
だ
。

　

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
は
今
、こ
の
二

つ
の
傾
向
を
併
せ
持
っ
て
い
る
が
、サ
ン
テ

リ
の
「
常
識
と
未
来
」
を
選
ぶ
か
、ベ
ッ
ク

の
「
陰
謀
論
と
過
去
」
を
選
ぶ
か
で
、運
動

の
未
来
、
勝
利
か
敗
北
か
が
決
ま
る
だ
ろ

う
と
コ
ン
テ
ィ
ネ
リ
は
言
う
。

　

二
人
の
人
物
を
使
っ
て
図
式
化
さ
れ
す

ぎ
た
き
ら
い
が
あ
る
が
、
保
守
派
内
部
か

ら
の
分
析
と
し
て
興
味
深
い
。

　

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
支
持
者
は
す

で
に
有
権
者
の
13
〜
15
％
に
及
び
、シ
ン
パ

も
含
め
れ
ば
40
％
に
達
す
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
（
ジ
ュ
デ
ィ
ス
）。
す
べ
て
が
共

和
党
を
支
持
し
て
い
る
わ
け
で
な
い
が
、共

和
党
側
に
と
っ
て
大
き
な
追
い
風
に
な
っ

て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
。
そ
の
追
い
風
も

あ
っ
て
、中
間
選
挙
は
共
和
党
の
か
な
り
の

勝
利
が
見
込
ま
れ
る
が
、そ
の
後
の
政
策
の

行
方
に
運
動
が
ど
う
影
響
し
、
さ
ら
に
２

０
１
２
年
大
統
領
選
に
何
を
も
た
ら
す
の

か
。

　

こ
の
新
た
な
保
守
主
義
運
動
か
ら
は
、

そ
の
内
部
論
争
も
含
め
て
、
こ
れ
か
ら
何

年
か
目
を
離
せ
な
い
。（

あ
い
だ 

ひ
ろ
つ
ぐ
）
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